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Abstract

1次元の多核成長模型は, 単純なルールで定められる界面成長の模型であり, KPZ(Kardar-Parisi-

Zhang)普遍性クラスに属する事が知られている.

近年この模型と組合せ論やランダム行列理論, 自由フェルミオン理論との関係が見出され, その揺

らぎについての性質が初期条件や境界条件への依存性まで含め詳しく調べられるようになってきてい

る. 本講演では, これらの一連の進展について述べる. 時間があれば他のモデルとの関係などについ

ても話したい.
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